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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第43期
第２四半期
連結累計期間

第44期
第２四半期
連結累計期間

第43期
第２四半期
連結会計期間

第44期
第２四半期
連結会計期間

第43期

会計期間

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成21年
７月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成22年
７月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成21年
４月１日

至　平成22年
３月31日

売上高 （千円） 3,673,4723,887,4181,748,5971,980,8857,677,393

経常利益 （千円） 404,241464,600170,855291,528902,237

四半期（当期）純利益 （千円） 260,410253,312106,258161,755436,708

純資産額 （千円） ― ― 3,719,3714,098,1113,917,312

総資産額 （千円） ― ― 5,190,7445,775,1505,768,245

１株当たり純資産額 （円） ― ― 869.36 953.75 913.04

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 60.82 60.30 25.00 38.51 102.98

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 60.12 59.39 24.66 37.92 101.69

自己資本比率 （％） ― ― 70.3 69.4 66.5

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 389,731370,700 ― ― 908,170

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △487,483△438,045 ― ― △777,208

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △255,613△63,139 ― ― △317,921

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） ― ― 1,012,2821,048,2041,178,688

従業員数 （名） ― ― 251 282 257

（注）　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当社グループは、セグメント情報等の開示に関する会計基準等の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、従来の

事業区分であるシステムインテグレーション事業及びＩＴインフラ提供事業からＥＣソリューション事業、システム

インテグレーション事業及び物品販売事業に区分を変更しております。

　当社グループは、当社、連結子会社１社及び関連会社２社で構成されており、ＥＣソリューション事業、システムイン

テグレーション事業及び物品販売事業を営んでおります。　

　

主な事業の変更と主要な関係会社の異動は、次のとおりであります。

報告セグメント 事業内容
前第２四半期連結会計期間の

事業の種類別セグメント

ＥＣソリューション事業 ＥＣサイト構築パッケージ「ecbeing」の販

売、カスタマイズ、保守、ＳＥＯ対策、リスティ

ング、プロモーションサービス等の提供、デー

タセンターでのホスティングサービス 

システムインテグレーション事業の内、

プロダクト系ＳＩサービス（ecbeing関

連）

システムインテグレー

ション事業

・プロダクト：ソフトウェアプロダクト

（「X-point」「AgileWorks」

「Assetment」「L2Blocker」）の販売、開

発及び保守 

　

・受託開発：基幹系受託開発及び保守 

・ネットワーク構築：ネットワーク構築、保

守及びデータセンターでのホスティング

サービス

・システムインテグレーション事業の

内、プロダクト系ＳＩサービス

（「X-point」「AgileWorks」

「Assetment」「L2Blocker」）の販

売、開発及び保守

・受託開発系ＳＩサービス

・ネットワーク構築保守サービス

物品販売事業 パソコン、サーバー等のＩＴ機器、他社製ソフ

トウェア等の販売

　

・システムインテグレーション事業の

内、市販パッケージ提供サービス

・ＩＴインフラ提供事業

　

＜ＥＣソリューション事業＞

　主な事業内容は、ＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」のパッケージソフトの販売、カスタマイズ及びサー

バーセンターでのホスティングサービスの提供に加えて、ＣＭＳ（コンテンツマネジメントシステム）、ＳＥＯ対策

及びプロモーション等の付加価値サービスを提供し、トータル的なＥＣソリューションを提供しております。

　なお、主要な関係会社の異動はありません。　

 

＜システムインテグレーション事業＞

　主な事業内容は、当社が開発したソフトウェアプロダクト（Ｘ－ｐｏｉｎｔ、ＡｇｉｌｅＷｏｒｋｓ、Ａｓｓｅｔｍ

ｅｎｔ、Ｌ２Ｂｌｏｃｋｅｒ）、受託開発、ネットワーク構築を提供しております。

　なお、主要な関係会社の異動はありません。　

　

＜物品販売事業＞

　主な事業内容は、パソコン及びサーバー等のＩＴ機器、市販パッケージソフトウェアを販売しております。

　なお、主要な関係会社の異動はありません。　　
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３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数（名） 282

（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員数については、従業員数の100分の10以下であるため、記載を省略しております。

　

(2）提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数（名） 256

（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員数については、従業員数の100分の10以下であるため、記載を省略しております。

　

EDINET提出書類

株式会社ソフトクリエイト(E05485)

四半期報告書

 4/34



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社は、ＥＣソリューション事業、システムインテグレーション事業及び物品販売事業を行っており、生産実績

を定義することが困難であるため、生産実績の記載はしておりません。

　

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称　 受注高（百万円） 受注残高（百万円）

ＥＣソリューション事業 527 555　

システムインテグレーション事業 234 76

　（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　セグメント情報等の開示に関する会計基準等の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、従来の事業区分

であるシステムインテグレーション事業及びＩＴインフラ提供事業からＥＣソリューション事業、システ

ムインテグレーション事業及び物品販売事業に区分を変更しております。

３　セグメント情報等の開示に関する会計基準等の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、ＥＣソリュー

ション事業及びシステムインテグレーション事業のパッケージ、開発及び構築に係る受注高を記載してお

ります。

４　物品販売事業については、該当事項はありません。　

　

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同期比（％）

ＥＣソリューション事業（百万円） 837 35.7

システムインテグレーション事業（百万円） 479 △23.6

物品販売事業（百万円） 663 31.7

合計（百万円） 1,980 13.3

（注）１　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　セグメント情報等の開示に関する会計基準等の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、従来の事業区分であ

るシステムインテグレーション事業及びＩＴインフラ提供事業からＥＣソリューション事業、システムインテ

グレーション事業及び物品販売事業に区分を変更しております。

 

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国の成長や政府による景気刺激策等による回復傾向がみ

られるものの、円高の影響によるデフレ傾向の強まりと国内消費の伸び悩みなど、全体としては依然と厳しい状況

が続いております。

　当グループが属するＩＴ関連業界におきましては、ＥＣ市場の拡大や景気減速により控えられてきたＩＴ投資に

回復の兆しがみられるものの、競合各社の低価格競争は一層厳しさをましており、経営環境は厳しい状況となって

おります。

　このような状況の中で、当社グループは、主力製品であるＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」を活用し

たＥＣソリューション事業を中核とした業績拡大に注力した結果、ＥＣソリューション事業売上高の伸長により、

売上高は19億80百万円（前年同期比13.3％増）、営業利益は２億83百万円（前年同期比66.6％増）、経常利益は２

億91百万円（前年同期比70.6％増）、四半期純利益は１億61百万円（前年同期比52.2％増）となりました。　

①ＥＣソリューション事業

　ＥＣソリューション事業は、ＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」売上高及びカスタマイズ売上高が

堅調に伸長したことに加えて、サーバーセンターのホスティングサービス及びプロモーション等の付加価値サー

ビスの売上高が伸長し、売上高は８億37百万円（前年同期比35.7％増）、セグメント利益は２億83百万円となり

ました。　

②システムインテグレーション事業

　システムインテグレーション事業は、控えられてきたＩＴ投資の回復によりプロダクト売上高は伸長したもの

の、受託開発売上高及びネットワーク構築売上高が減少したことにより、売上高は４億79百万円（前年同期比

23.6％減）、セグメント利益は１億38百万円となりました。

③物品販売事業

　物品販売事業は、ＩＴ機器投資の需要回復によりパソコン等の販売出荷台数が増加したことにより、売上高は６

億63百万円（前年同期比31.7％増）、セグメント利益は11百万円となりました。　

　

(2）財政状態の分析

①　資産の変動について　

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は57億75百万円となり、前連結会計年度末に比べ６百万円の増加とほ

ぼ同様の結果となりました。

②　負債の変動について　

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は16億77百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億73百万円の減少

となりました。これは、主に買掛金が２億39百万円減少したこと等によるものであります。

③　純資産の変動について

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は40億98百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億80百万円の増

加となりました。これは、主に利益剰余金が１億89百万円増加したこと等によるものであります。　

　

(3）キャッシュ・フローの状況

①　営業活動によるキャッシュ・フロー　

　当第２四半期連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は、４億10百万円（前年同期は２億76百万円

の獲得）となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益が２億83百万円、賞与引当金が98百万円の増加及

び売上債権の減少による増加が67百万円あったこと等によるものであります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は、３億73百万円（前年同期は５億59百万円

の使用）となりました。これは、主に投資有価証券の支出が２億99百万円あったこと等によるものであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は、３百万円（前年同期は１億３百万円の使

用）となりました。これは、主に配当金の支払が３百万円あったことによるものであります。
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(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。　

　

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更及び重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成22年11月４日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 4,520,613 4,520,613
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株　

計 4,520,613 4,520,613 ― ―

（注）　提出日現在の発行数には、平成22年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

 　旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

 　平成15年12月15日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数 79個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 　71,100株（注４）

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり　323円

新株予約権の行使期間 （注５）

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額

発行価格　　　323円

資本組入額　　　162円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けたもの（以下、新株予約権者とい

う。）は、新株予約権の行使時においても当社の取締役、監査

役もしくは従業員の地位にあることを要する。ただし、任期

満了による退任、定年による退職の場合はこの限りではな

い。

新株予約権者が死亡した場合には、その相続人が新株予約権

を相続することができる。

その他の条件については、本総会及び取締役会決議に基づ

き、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当

契約」に定めるところによる。（注８）　

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するときは、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

（注）１　平成15年12月15日開催の臨時株主総会において、旧商法第280条ノ20及び旧商法第280条ノ21の規定による新

株予約権の付与（ストックオプション）に関する決議を行い、上限を360個とする旨決議されましたが、平成

15年12月15日の取締役会決議に基づき、平成15年12月19日に新株予約権360個のうち315個を付与しておりま

す。

２　平成16年７月26日の取締役会決議に基づき、平成16年８月２日に新株予約権360個のうち26個を付与しており

ます。

３　平成16年11月11日の取締役会決議に基づき、平成16年11月11日に新株予約権360個のうち19個を付与しており

ます。

４　第２四半期会計期間末現在において、付与した新株予約権360個のうち233個については新株予約権が行使さ

れております。また48個については、43名の退職等により失権しております。

５　第２四半期会計期間末現在の新株予約権を付与した79個のうち平成15年12月19日に付与した新株予約権71個

の行使期間は、平成17年12月20日から平成25年12月15日までとなっており、平成16年８月２日に付与した新

株予約権４個の行使期間は、平成18年８月５日から平成25年12月15日までとなっており、平成16年11月11日

に付与した新株予約権４個の行使期間は、平成18年11月15日から平成25年12月15日までであります。

６　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、払込金額を下回る価額で、新株式を発行する場合または自己株式を処分する場合（新株予約権の行使

により新株を発行する場合は除く。）は、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整による１円未

満の端数は切り上げる。

　
既発行株式数 ＋

新株発行（処分）株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
調整前払込金額

既発行株式数＋新株発行（処分）株式数

７　平成16年12月24日付及び平成17年11月18日付でそれぞれ株式分割（１：３）を行っており、各数値を調整し

ております。
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８　平成20年６月30日開催の定時株主総会において、新株予約権者の行使条件の範囲が当社の取締役もしくは従

業員の地位から、当社または子会社の取締役もしくは従業員の地位に変更されております。

　　

　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　　平成21年６月26日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数 1,230個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 123,000株

新株予約権の行使時の払込金額 769円

新株予約権の行使期間
自　平成23年７月８日

至　平成26年７月７日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額

発行価格　　　769円

資本組入額　　　385円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者（以下、新株予約権者とい

う。）は、新株予約権の行使時においても当社及び当社の子

会社の取締役、監査役、執行役員もしくは従業員の地位にあ

ることを要する。ただし、任期満了による退任、または執行役

員もしくは従業員が定年による退職の場合はこの限りでは

ない。また、当社取締役会が正当な理由があると認められた

場合はこの限りではない。

新株予約権者が死亡した場合には、その相続人が新株予約権

を相続することができる。

その他の条件については、本総会及び取締役会決議に基づ

き、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当

契約」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するときは、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

組織再編に際して定める契約書または計画書等に以下定

める株式会社の新株予約権を交付する旨を定めた場合に

は、当該組織再編の比率に応じて株式会社の新株予約権

を交付するものとする。

　
（注）１　平成21年６月26日開催の定時株主総会において、会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき、新株予

約権の付与（ストックオプション）に関する決議を行い、上限を2,250個とする旨決議されましたが、平成21

年７月１日の取締役会決議に基づき、平成21年７月８日に新株予約権2,250個のうち1,284個を付与しており

ます。

２　第２四半期会計期間末現在において、付与した新株予約権1,284個のうち54個については退職等により失権し

ております。

３　新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整に

より生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率
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また、当社が時価を下回る価額で、新株式の発行または自己株式を処分を行う場合（新株予約権の行使によ

り新株を発行する場合は除く。）は、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数

は切り上げる。

　 既発行株

式数
＋

新株発行（処分）株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使金額 ×
時価

既発行株式数＋新株発行（処分）株式数

  

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日　
― 4,520,613 ― 842,583 ― 872,864

　

　

（６）【大株主の状況】

　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）　

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

有限会社ティーオーシステム 東京都渋谷区神宮前3-15-24-201 655,890 14.50

林　勝 東京都渋谷区 478,100 10.57

林　宗治 東京都世田谷区 461,748 10.21

林　雅也 東京都渋谷区 429,165 9.49

株式会社オービックビジネスコンサル

タント
東京都新宿区西新宿6-8-1 215,300 4.76

ソフトクリエイト従業員持株会 東京都渋谷区渋谷2-22-3 85,110 1.88

BNP-PARIBAS SECURITIES SERVICES

PARIS/ JASDEC FRENCH RESIDENTS

（常任代理人香港上海銀行東京支店）　

3 RUE D' ANTIN 75002 PARIS

（東京都中央区日本橋3-11-１）
62,300 1.37

日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社（信託口）
東京都中央区晴海1-8-11 59,700 1.32

林　恒雄 神奈川県横浜市港北区 41,250 0.91

山本　裕次 東京都世田谷区 40,000 0.88

計 ― 2,528,563 55.93

（注）１　株式総数に対する所有株式数の割合は、少数点以下第３位を切り捨てしております。

　　　２　自己株式319,940株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合7.07％）を保有しておりますが、大株主の状況

から除外しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   　319,900
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式   4,199,500 41,995 ―

単元未満株式 普通株式　  　 1,213 ― ―

発行済株式総数 4,520,613 ― ―

総株主の議決権 ― 41,995 ―

（注）１　「完全議決権（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。

　　　　　なお、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権に係る議決権の数が５個含まれております。　

　　　２　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式40株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

株式会社ソフトクリエイト
東京都渋谷区渋谷2-22-3 319,900― 319,900 7.07

計 ― 319,900― 319,900 7.07

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 949 940 923 913 920 953

最低（円） 882 870 868 888 880 872

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第二部）におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,418,204 2,478,688

受取手形及び売掛金 1,181,317 1,453,114

商品 48,927 33,991

未成業務支出金 ※1
 99,069

※1
 78,931

その他 264,969 208,780

貸倒引当金 △6,852 △10,753

流動資産合計 4,005,636 4,242,752

固定資産

有形固定資産 ※2
 211,660

※2
 218,617

無形固定資産 268,994 242,934

投資その他の資産

投資有価証券 822,282 595,874

その他 477,498 496,550

貸倒引当金 △10,923 △28,483

投資その他の資産合計 1,288,857 1,063,940

固定資産合計 1,769,513 1,525,493

資産合計 5,775,150 5,768,245

負債の部

流動負債

買掛金 605,787 845,721

未払法人税等 222,771 252,796

賞与引当金 184,031 152,763

その他 425,832 381,027

流動負債合計 1,438,422 1,632,308

固定負債

退職給付引当金 125,461 115,728

役員退職慰労引当金 113,154 102,896

固定負債合計 238,616 218,624

負債合計 1,677,038 1,850,932

純資産の部

株主資本

資本金 842,583 842,583

資本剰余金 900,986 900,986

利益剰余金 2,628,472 2,439,112

自己株式 △319,756 △319,756

株主資本合計 4,052,286 3,862,926

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △45,907 △27,530

評価・換算差額等合計 △45,907 △27,530

新株予約権 13,070 7,755

少数株主持分 78,662 74,162

純資産合計 4,098,111 3,917,312

負債純資産合計 5,775,150 5,768,245
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 3,673,472 3,887,418

売上原価 2,487,746 2,626,624

売上総利益 1,185,726 1,260,794

販売費及び一般管理費 ※1
 784,289

※1
 805,596

営業利益 401,436 455,197

営業外収益

受取利息 2,837 2,789

受取配当金 84 297

貸倒引当金戻入額 176 3,900

その他 2,155 3,934

営業外収益合計 5,254 10,921

営業外費用

コミットメントライン手数料 1,386 1,378

自己株式取得費用 672 －

その他 390 140

営業外費用合計 2,449 1,519

経常利益 404,241 464,600

特別利益

投資有価証券売却益 11,142 －

貸倒引当金戻入額 4,834 3,811

事業譲渡益 51,720 －

特別利益合計 67,697 3,811

特別損失

投資有価証券売却損 － 4,908

投資有価証券評価損 3,960 2,822

固定資産除却損 3,600 120

事務所移転費用 2,000 －

特別損失合計 9,561 7,850

税金等調整前四半期純利益 462,376 460,560

法人税、住民税及び事業税 203,050 215,772

法人税等調整額 △3,811 △12,658

法人税等合計 199,238 203,113

少数株主損益調整前四半期純利益 263,138 257,447

少数株主利益 2,727 4,134

四半期純利益 260,410 253,312
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 1,748,597 1,980,885

売上原価 1,214,541 1,318,899

売上総利益 534,055 661,985

販売費及び一般管理費 ※1
 363,743

※1
 378,267

営業利益 170,312 283,718

営業外収益

受取利息 1,540 1,562

貸倒引当金戻入額 － 6,006

その他 584 1,037

営業外収益合計 2,124 8,606

営業外費用

コミットメントライン手数料 700 693

自己株式取得費用 490

その他 390 103

営業外費用合計 1,581 796

経常利益 170,855 291,528

特別利益

投資有価証券売却益 11,289 －

貸倒引当金戻入額 4,834 －

特別利益合計 16,124 －

特別損失

投資有価証券売却損 － 4,908

投資有価証券評価損 3,960 2,822

固定資産除却損 － 120

特別損失合計 3,960 7,850

税金等調整前四半期純利益 183,018 283,677

法人税、住民税及び事業税 114,482 177,479

法人税等調整額 △40,596 △57,895

法人税等合計 73,886 119,584

少数株主損益調整前四半期純利益 109,132 164,093

少数株主利益 2,874 2,337

四半期純利益 106,258 161,755
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 462,376 460,560

減価償却費 83,679 89,074

会員権償却 － 75

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,258 △21,461

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,520 31,268

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,284 9,733

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,731 10,258

受取利息及び受取配当金 △2,922 △3,086

コミットメントライン手数料 1,386 1,378

株式報酬費用 2,469 5,315

自己株式取得費用 672 －

固定資産除却損 3,600 120

投資有価証券売却損益（△は益） △11,142 4,908

投資有価証券評価損益（△は益） 3,960 2,822

事業譲渡損益（△は益） △51,720 －

事務所移転費用 2,000 －

売上債権の増減額（△は増加） 338,066 271,797

たな卸資産の増減額（△は増加） 215,876 △35,074

仕入債務の増減額（△は減少） △478,211 △239,934

前受金の増減額（△は減少） △41,420 33,519

未払金の増減額（△は減少） △41,513 5,189

破産更生債権等の増減額（△は増加） 3,117 17,560

その他 △53,366 △32,262

小計 436,146 611,760

利息及び配当金の受取額 2,620 3,399

コミットメントライン手数料の支払額 △1,356 △1,363

法人税等の支払額 △47,678 △243,096

営業活動によるキャッシュ・フロー 389,731 370,700

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,000,000 △1,370,000

定期預金の払戻による収入 500,000 1,300,000

有形固定資産の取得による支出 △27,802 △19,830

無形固定資産の取得による支出 △73,499 △88,350

投資有価証券の取得による支出 △13,548 △300,327

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

77,568 45,091

事業譲渡による収入 61,193 －

事務所移転による支出 △2,000 －

貸付けによる支出 △5,300 △20,000

貸付金の回収による収入 1,185 4,272

敷金及び保証金の差入による支出 △15,120 △61

敷金の回収による収入 9,841 12,495

長期前払費用の取得による支出 － △1,334

投資活動によるキャッシュ・フロー △487,483 △438,045
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 2,907 －

自己株式の取得による支出 △191,609 －

配当金の支払額 △66,911 △63,139

財務活動によるキャッシュ・フロー △255,613 △63,139

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △353,365 △130,483

現金及び現金同等物の期首残高 1,365,648 1,178,688

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,012,282

※1
 1,048,204
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

（会計処理基準に関する事項の変更）　

①資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用

しております。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

　

②企業結合に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成

20年12月26日）を適用しております。　　

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はありません。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）　

　該当事項はありません。

　

【会社等の財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、当該企業集団の財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】　

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）　

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成業務支

出金と工事損失引当金は相殺表示しております。

相殺表示した未成業務支出金の金額は10,215千円で

あります。　

　

※２　有形固定資産の減価償却累計額

321,287千円

※１　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成業務支

出金と工事損失引当金は相殺表示しております。

相殺表示した未成業務支出金の金額は1,022千円で

あります。　

　

※２　有形固定資産の減価償却累計額

299,932千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 310,631千円

賞与引当金繰入額 67,105千円

役員退職慰労引当金繰入額 14,931千円

退職給付費用 6,396千円

貸倒引当金繰入額 5,847千円

給与手当 322,269千円

賞与引当金繰入額 75,936千円

役員退職慰労引当金繰入額 15,575千円

退職給付費用 11,077千円

　 　　

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 148,462千円

賞与引当金繰入額 31,888千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,406千円

退職給付費用 3,199千円

貸倒引当金繰入額 4,399千円

給与手当 155,241千円

賞与引当金繰入額 38,713千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,600千円

退職給付費用 6,954千円

　 　　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,012,282千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,000,000千円

現金及び現金同等物 1,012,282千円

現金及び預金 2,418,204千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,370,000千円

現金及び現金同等物 1,048,204千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末 　

普通株式（株） 4,520,613 　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末 　

普通株式（株） 319,940 　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　ストックオプションとしての新株予約権

　　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　提出会社　　13,070千円

　　上記の新株予約権は、権利行使期間の初日は到来しておりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成22年５月10日

取締役会
普通株式 利益剰余金 63,010 15.00平成22年３月31日平成22年６月10日

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成22年11月１日

取締役会
普通株式 利益剰余金 84,013 20.00平成22年９月30日平成22年12月３日

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　

システムイン
テグレーショ
ン事業
（千円）

ＩＴインフラ
提供事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 1,484,729263,8681,748,597 ― 1,748,597

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
― 273 273 (273) ―

計 1,484,729264,1421,748,871 (273) 1,748,597

営業利益 314,135 8,000 322,136(151,824) 170,312

（注）１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分に属する主要な内容

システムインテグレーション事業：プロダクト系ＳＩサービス、受託開発系ＳＩサービス、市販パッケージ

ソフト提供サービス、ネットワーク構築保守サービスの提供

ＩＴインフラ提供事業　　　　　：法人顧客に対するパソコン、サーバー、その周辺機器及びネットワーク製品等

の販売

３　インターネット通信販売事業（特価ＣＯＭ）は、平成21年４月30日に事業譲渡しております。

４　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用しております。この

変更に伴い従来の方法によった場合と比べて、当第２四半期連結会計期間のシステムインテグレーション事

業に係る売上高は112,990千円増加し、営業利益は42,423千円増加しております。

　　　なお、ＩＴインフラ提供事業への影響はありません。　

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　

システムイ
ンテグレー
ション事業
（千円）

ＩＴインフ
ラ提供事業
（千円）

インター
ネット通信
販売事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 2,989,212552,950131,3093,673,472 ― 3,673,472

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
― 496 ― 496 (496) ―

計 2,989,212553,446131,3093,673,968(496) 3,673,472

営業利益又は営業損失（△） 736,59315,269△7,132 744,730(343,294) 401,436

（注）１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分に属する主要な内容

システムインテグレーション事業：プロダクト系ＳＩサービス、受託開発系ＳＩサービス、市販パッケージ

ソフト提供サービス、ネットワーク構築保守サービスの提供

ＩＴインフラ提供事業　　　　　：法人顧客に対するパソコン、サーバー、その周辺機器及びネットワーク製品等

の販売

インターネット通信販売事業　　：個人顧客に対するパソコン、ＩＴ周辺機器及び家電等の販売

３　インターネット通信販売事業（特価ＣＯＭ）は、平成21年４月30日に事業譲渡しております。

４　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用しております。この

変更に伴い従来の方法によった場合と比べて、当第２四半期連結累計期間のシステムインテグレーション事

業に係る売上高は112,990千円増加し、営業利益は42,423千円増加しております。

　　　なお、ＩＴインフラ提供事業及びインターネット通信販売事業への影響はありません。　　

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　在外子会社、在外支店がないため該当事項はありません。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、本社及び子会社に製品・サービス別の事業部門を設置し、各事業部門は、取り扱う製品・

サービスについて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社グループは、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「ＥＣソリューション事業」、「システムインテグレーション事業」及び「物品販売事業」の３つを報告セ

グメントとしております。

　「ＥＣソリューション事業」は、ＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」のパッケージソフトの販

売、カスタマイズ及びサーバーセンターでのホスティングサービスの提供に加えて、ＳＥＯ対策及びプロ

モーション等の付加価値サービスを提供し、トータル的なＥＣソリューションを提供しております。

　「システムインテグレーション事業」は、当社が開発した４つのソフトウェアプロダクト（Ｘ－Ｐｏｉｎ

ｔ、ＡｇｉｌｅＷｏｒｋｓ、Ａｓｓｅｔｍｅｎｔ、Ｌ２Ｂｌｏｃｋｅｒ）の販売、基幹系システムの受託開発、

ネットワーク構築を提供しております。「物品販売事業」は、パソコン及びサーバー等のＩＴ機器の販売、市

販パッケージソフトを販売しております。　

　

２　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

（単位：千円）

　 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

ＥＣソリュー

ション事業

システムイン

テグレーショ

ン事業

物品販売

事業

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,502,2791,010,1731,374,9653,887,418― 3,887,418

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
2,303　 1,230 699 4,233△4,233 ―

　　　計 1,504,5831,011,4031,375,6653,891,651△4,233 3,887,418

　セグメント利益 434,130　340,606 22,373 797,110△332,510 464,600

　　　
（注）１　セグメント利益の調整額△332,510千円は、セグメント間取引20,070千円、その他調整額9,151千円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△361,732千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　　　

　当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

（単位：千円）

　 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

ＥＣソリュー

ション事業

システムイン

テグレーショ

ン事業

物品販売

事業

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 837,944　479,218663,7221,980,885― 1,980,885

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
1,205　 1,230 483 2,919△2,919 ―

　　　計 839,149480,448664,2061,983,805△2,919 1,980,885

　セグメント利益 283,085138,788 11,240 433,114△141,585 291,528

　　　
（注）１　セグメント利益の調整額△141,585千円は、セグメント間取引9,870千円、その他調整額7,614千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△159,069千円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。　
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３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。

　これに伴い、従来の「システムインテグレーション事業」及び「ＩＴインフラ提供事業」の見直しを行い、第１

四半期連結会計期間より「ＥＣソリューション事業」、「システムインテグレーション事業」及び「物品販売事

業」を報告セグメントとして区分変更しております。

　その変更の内容は、以下のとおりであります。

報告セグメント 事業内容
前第２四半期連結累計期間の

事業の種類別セグメント

ＥＣソリューション事業 ＥＣサイト構築パッケージ「ecbeing」の

販売、カスタマイズ、保守、ＳＥＯ対策、リ

スティング、プロモーションサービス等の

提供、データセンターでのホスティング

サービス 

システムインテグレーション事業の内、プロ

ダクト系ＳＩサービス（ecbeing関連）

システムインテグレーション

事業

・プロダクト：ソフトウェアプロダクト

（「X-point」「AgileWorks」

「Assetment」「L2Blocker」）の販売、

開発及び保守 　

・受託開発：基幹系受託開発及び保守 

・ネットワーク構築：ネットワーク構築、

保守及びデータセンターでのホスティ

ングサービス

・システムインテグレーション事業の内、プ

ロダクト系ＳＩサービス（「X-point」

「AgileWorks」「Assetment」

「L2Blocker」）の販売、開発及び保守

・受託開発系ＳＩサービス

・ネットワーク構築保守サービス

物品販売事業 パソコン、サーバー等のＩＴ機器、他社製

ソフトウェア等の販売

　

・システムインテグレーション事業の内、市

販パッケージ提供サービス

・ＩＴインフラ提供事業

　　

　なお、参考までに前第２四半期連結累計期間及び前第２四半期会計期間の事業の種類別セグメント情報を変更

後の報告セグメントに区分した場合の事業の種類別セグメント情報は、以下のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）　

 （単位：千円）

　 ＥＣソ

リューショ

ン事業

システムイ

ンテグレー

ション事業

物品販売事

業

インター

ネット通信

販売事業

計
消去又は

全社
連結

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売

上高
1,236,0651,228,189 1,077,907 131,3093,673,472―  3,673,472

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
― ―  496 ―  496 △496　 ―

計 1,236,065 1,228,189 1,078,404 131,3093,673,968　△496 3,673,472

営業利益又は

営業損失(△)
 324,965 407,367 19,529△7,132744,730△343,294401,436

（注）インターネット通信販売事業（特価ＣＯＭ）は、平成21年４月30日に事業譲渡をしております。　　
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前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）　

 （単位：千円）

　 ＥＣソリュー

ション事業

システムイン

テグレーショ

ン事業

物品販売事業 計
消去又は

全社
連結

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 617,474626,991504,1321,748,597 ― 1,748,597

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
― ―  273 273 △273　 ―

計 617,474626,991504,406 1,748,871△273 1,748,597

営業利益 121,887194,152 6,097322,136△151,824170,312

　

（金融商品関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動はありません。　

　

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　その他有価証券で時価のあるもの

　 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表計
上額（千円）

差額（千円）

①　株式 43,019 40,142 △2,876

②　債券 665,924 597,050 △68,874

計 708,943 637,192 △71,751

　

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　　デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はありません。　

　

（資産除去債務関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　該当事項はありません。　

　

（賃貸等不動産関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

953.75円 913.04円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益 60.82円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 60.12円

１株当たり四半期純利益 60.30円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 59.39円

（注）　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益 　 　

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 260,410 253,312

普通株式に係る四半期純利益（千円） 260,410 253,312

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 4,281,915 4,200,673

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　 　

四半期純利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数（株） 49,342 64,590

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式

について前連結会計年度末から重要な変動がある場

合の概要

― ―
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第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益 25.00円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 24.66円

１株当たり四半期純利益 38.51円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 37.92円

（注）　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益 　 　

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 106,258 161,755

普通株式に係る四半期純利益（千円） 106,258 161,755

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 4,251,148 4,200,673

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　 　

四半期純利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数（株） 58,323 64,643

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式

について前連結会計年度末から重要な変動がある場

合の概要

― ―

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　著しい変動がないため、該当事項はありません。　
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２【その他】

　第44期（平成22年４月１日から平成23年３月31日）中間配当については、平成22年11月１日開催の取締役会におい

て、平成22年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議い

たしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　84,013千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　20円00銭

③　支払請求権の効力発生日又は支払開始日　　平成22年12月３日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
　

平成21年11月５日

株式会社ソフトクリエイト

取　締　役　会　御　中
　

新日本有限責任監査法人

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仲　　井　　一　　彦　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原　　口　　清　　治　　印

　　　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ソフトクリエイトの平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第２

四半期連結会計期間（平成２１年７月１日から平成２１年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期

間（平成２１年４月１日から平成２１年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期

連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対

して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般

に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続

により行われた。 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソフトクリエイト及び連結子会

社の平成２１年９月３０日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半

期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

　

追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第

１四半期連結会計期間より、ネットワーク構築保守サービス及びデータセンターのホスティングサービス

に係る人件費、家賃、その他経費を、販売費及び一般管理費に含めて計上する方法から売上原価に含めて計

上する方法に変更している。　
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会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

　

平成22年11月４日

株式会社ソフトクリエイト

取　締　役　会　御　中
　

新日本有限責任監査法人

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂　　田　　純　　孝　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原　　口　　清　　治　　印

　　　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ソフトクリエイトの平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第２

四半期連結会計期間（平成２２年７月１日から平成２２年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期

間（平成２２年４月１日から平成２２年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期

連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対

して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般

に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続

により行われた。 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソフトクリエイト及び連結子会

社の平成２２年９月３０日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半

期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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